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研究成果の概要（和文）：　本研究では、伝統的に「質形容詞」と呼ばれてきたコリャーク語の形式（N形）を取り上
げ、名詞と動詞の連続相の中で捉えなおすことにより次の研究をおこなった。(1) 執筆中のコリャーク語文法記述の、
形容詞と動詞の境界部分の精緻化をはかった。特に、事物の恒常的な性質を表わすN形式と一時的な状態を表わすKU形
式の違いを明確に記述した。(2) 同系の他言語の形容詞の顕現の仕方の違いは、それぞれの言語の動詞の屈折体系の違
いともかかわっている可能性があることを指摘した。(3) 言語類型論的にN形を位置づけた。(4) 逆受動構文、自他対
応、名詞化など、形容詞の周辺の関連諸現象についてもあわせて考察を加えた。　
　

研究成果の概要（英文）：    The present study dealt with the traditionally so-called 'qualitative adjectiv
e' in Koryak (N form, for short) and conducted the following studies by viewing it in the continuum from n
ouns to verbs. (1) I aimed to refine the description on the boundary part between adjectives and verbs.  E
specially, morphological and syntactic differences between noun-like N forms of property predication and v
erb-like KU form of event predication were clearly demonstrated by this study. (2) I pointed out that the 
different manifestation of N form in the genetically related languagese, especially, Chukchi and Alutor, w
as probably related to the different verb inflectional systems in different languages. (3) I aimed to plac
e N form in the typological perspective. (4) I also examined several related phenomena such as antipassive
, intransitive/transitive verb alternation, and nominalization. 
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１． 研究開始当初の背景 
形容詞は、独立の品詞としての認定が必ず
しも容易でないことから、これまでその位置
づけについて言語類型論的視点から検討が
なされてきた(Dixon 1982, Dixon et al. (eds.) 
2004, Stassen 1997, Wetzer 1996)。北東シベリ
アに分布するコリャーク語（チュクチ・カム
チャツカ語族）の伝統文法における形容詞の
扱いを、この研究の流れの中に置くと、大き
く次の 3つの問題が顕在化する。 

 
(1) ロシア人によって書かれたコリャーク語
伝統文法では、形容詞はロシア語学を踏
襲して「質形容詞」と「関係形容詞」の
2つに大別され、4種類の形式がそれぞれ
に振り分けられている  (Zhukova 1972: 
144-162)。しかし、このような二分法で
はコリャーク語の形容詞の姿を正しく捉
えることはできない。 

(2) ロシア国外の、主に類型論的研究では、
コリャーク語が属するチュクチ・カムチ
ャツカ語族の形容詞の品詞性について、
こ れ を 名 詞 的 と す る 見 解 (Stassen 
1997:559)と、動詞的とする見解  (松本 
2007:96-108) が対立しており、正しい位
置づけが明らかにされていない。 

(3) コリャーク語のプロトタイプ的形容詞は、
名詞とも動詞とも関連性を持つため、そ
の解明には名詞、動詞の屈折カテゴリー
の的確な把握が不可欠である。しかし、
特に動詞の屈折体系に関する従来の記述
には矛盾点が多い。 

 
これらの問題点を克服するため、特に形容
詞と動詞の相関性に関し、よりきめ細やかな
調査研究が必要であること、コリャーク語の
枠を越え、同系の諸言語との比較により史的
形容詞研究の基礎作りをする必要であるこ
となどが明らかになってきた。以上が、研究
開始当初の研究の背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、コリャーク語を対象に、一般に
品詞としての認定が難しいとされる形容詞
を取り上げ、これを名詞と動詞の連続相の中
で捉えることにより、大きく次の 4点の解明
に取り組むことを目的とした。 

 
(1) 現在、進めているコリャーク語文法記述
の、特に形容詞と動詞の境界部分の精緻
化をはかる。特に、恒常的な性質を表わ
す N 形式と一時的な状態を表わす KU 形
式の違いを明確に記述する。 

(2) 同系の他言語の形容詞と比較することに
より、史的形容詞研究の基礎作りをする。 

(3) 言語類型論的にコリャーク語の形容詞を
位置づける。 

(4) 逆受動構文、自他対応、名詞化など、形
容詞の周辺の関連諸現象について考察を
加えることにより、記述をより奥行きの

あるものにする。  
 
３．研究の方法 
 以下、平成 22 年度から平成 25 年度まで、
各年度におこなった研究の方法について略
述する。 
 
【平成 22年度】 
辞書や現地調査を通じて、網羅的にプロトタ
イプ的形容詞の抽出をおこなう。収集した語
は、Dixon (2004:3-5) が提案する形容詞の「中
核的意味タイプ」「周辺的な意味タイプ」「よ
り周辺的な意味タイプ」に分類し、コリャー
ク語のプロトタイプ的形容詞がどのような
意味タイプの分布を示すのか、また、どのく
らいの規模であるのかを明らかにする。 
 
【平成 23年度】 
動詞の屈折体系の見直しをおこない、プロト
タイプ形容詞がどのようにその体系の中に
位置づけられるのかを解明する。22年度に収
集した形容詞をもとに、形容詞の N 形、KU
形にも動詞同様の恒常的か一時的かの使い
分けが平行的に見られるかどうか、また、N
形と KU形が、他の文法パラダイムとどのよ
うに呼応しあい、時間的安定性の有無を顕現
するのかを詳細に調査し、形容詞と動詞の相
関関係を明らかにする。 
 
【平成 24年度】 
同系のチュクチ語、アリュートル語、イテリ
メン語と比較検討し、チュクチ･カムチャツ
カ語族におけるプロトタイプ的形容詞の形
成と、動詞の屈折体系への参入について通時
的な考察をおこない、語族における原体系を
再構築するための基礎作りをする。 
 
【平成 25年度】 
本研究の総括年度として、コリャーク語形容
詞の類型論的位置づけをおこなう。加えて、
逆受動構文、自他対応、名詞化など形容詞の
周辺の関連諸現象についても考察をおこな
い、さらなる研究の礎とする。 
 
４．研究成果 
 本研究により次の点を明らかにした。 
 
(1) コリャーク語で従来「形容詞」と呼ばれ
てきた形式（N 形）は，いわゆる一般言
語学的意味での形容詞とはその性質，機
能において異なる点があり，むしろ，「属
性叙述」形式としてとらえるべきである。
また、N 形は「事象叙述」の動詞屈折形
式である KU形と対立する。 

(2) N 形は形態統語的に名詞的であるのに対
し、KU形は動詞的である。 

(3) 同系の諸言語間では、属性叙述形式と事
象叙述形式は異なる顕現のしかたを示す
が、これはそれぞれの言語の動詞の屈折
体系の違いと相関している。 



(4) 属性叙述形式は，とりわけ他動詞語幹か
ら派生される際に，逆受動化あるいは異
常構文を引き起こす。具体的には，属性
叙述文は他動詞語幹から派生されても自
動詞的なふるまいをするという、他動性
の弱化現象が特徴的である。 

(5) コリャーク語の自動詞と他動詞の形態的
対応は、使役化、自他同形、異根動詞、
逆使役化などの多様なパタンを示すもの
の、使役化が優勢な他動詞化型を示す。 

(6) 逆受動構文では目的語の表わし方は何通
りかあるが、これは被動作性の程度によ
り使い分けられている。 

(7) 名詞化により派生した動作名詞や動作
主・被動作主名詞などは、N 形同様、形
態的・統語的に名詞との類似性を示しな
がらも、一方で、名詞修飾機能や動詞性
をおびている。 
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